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Ｉはじめに

都内で最も長い多摩川は、多くの都民に親水空間を提供するとともに、アユの住む111として昔

から釣人に親しまれて来ている。最近の釣りブームにより、最も手近なアユの釣り場として、多

摩川のつり人口は増加傾向にある。加えて、一般都民の河川浄化に対する意識の高揚により、河

川に生息する魚類についても注目されており、多摩川においては特にアユについて関心が高い。

このような状況のなかで、東京都水産試験場温水魚研究部では都内水面漁協等からの強い要望

もあり、昭和57年度より、春先東京湾より遡上して来る椎アユを採捕し、都内向けのアユ種苗に

活用することを目的として、椎アユ資源の回遊経路等資源生態を明らかにするために海産椎アユ

等資源調査を行っている。

昭和57年度においては、椎アユの遡上時期、遡上量、曰周変化、及び遡上を開始する環境要因

等について調査し、前報「多摩川における椎アユの遡上生態について」に記した。

本報告は前報に引き続き、昭和58～昭和61年度の調査について、春期の椎アユの遡上量、遡上

時期及び魚体の時間的、時期的変化と環境との関連について記すとともに、秋期の産卵・ふ化降

海状況、及び越冬海域についても合わせてまとめたものである。

Ⅱ方法

1．遡上椎アユ調査

１）調査期間

昭和59年３月１日～６月１日：昭和60年３月５日～５月29日：昭和61年３月１日～５月２９

日

２）椎アユ採捕

椎アユ採捕は前報'）と同様であり、図１に示した大田区田園調布、調布取水所防潮堰下

流約２００ｍの地点において、現在江戸川で地元漁業者が椎アユ漁獲のために使用しているも

のと同型の小型定置網を設置して行った。

採集は原則として、毎日午前９時に網揚げをし、袋網に入った魚類すべてを生贄に移した

後、魚種別に選別した。

アユは総尾数、総重量を測定し、そのうち１００尾を、１００尾に満たない時はその総てをサ

ンプルとして10％ホルマリンで固定し、サンフ｡ル以外のアユは防潮堰上流へ放流した。サン

プルは実験室に持ち帰り、全長･叉長･体長･体重について測定した。
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なお、対照とするため、多摩111及び秋)Ⅱに放流された琵琶湖産稚アユ、人工種苗アユ、江

戸川で採捕された椎アユについても同様に測定した。

さらに軟Ｘ線透視撮影装置（ソフテックス社、ＣＭＢ－２型）を用いて脊椎骨を撮影し、

神奈川県淡水魚増殖試験場2)(1976）の方法に従い脊椎骨数．脊椎骨に出現する椎体変形・癒

着．神経鰊．血管鰊の過多・欠除・分岐等の異形について計数を行い、多摩川遡上椎アユと

他の産地について比較した。

また、椎アユ遡上量の時間的変化を明らかにするため、昭和59年５月１０日12時から１１日１２

時まで３時間毎の連続採捕を行った。

椎アユ採捕時に人網した他の魚種については、魚種別に総尾数・総重量を測定したのち、

堰上に放流した。

3）観側

毎日の網揚げ時には水温、透視度及び河111状況の観察を行った｡東京湾内の洲ノ崎、観音

崎、多摩川沖の水温は、東京都水産試験場が東海汽船に委託して行っている八丈島航路定期

船「すとれちあ丸」の連続水温観測の結果を用いた○すとれちあ丸の水温センサーは４ｍ深

に設置されている３)。

その他の環境条件については、下記の観』ﾛ 資料を用いた。 各機関の観測地点を図２に示
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した。

（１）観測項目

ａ・ＤＯ、ＣＯＤ、ｐＨ、塩素、イオン濃度、濁度……東京都環境保全局水質保全部水質監

視課多摩川丸子測定室

ｂ・流下水量……東京都水道局玉川浄水場水量月報

4）採捕地点付近の流況、水深、底質

採捕地点付近の物理的環境を知るため、昭和61年４月１８日午前10時～午後２時30分に現地

調査を行った。

調査地点は、採捕網設置地点から下流１１０ｍ地点までの区域内に１０ｍ毎にメッシュ状に

１１０点設け、各地点においてＣＭ－２型流向・流速計を用いて流向流速を、ハンド・レッド

側渠艤及び竹竿を用いて水深・底質を測定した．

水深は芝浦の潮時により補正をしたう

5）多摩川水系アユ放流状況

昭ﾄﾞ1159～6]年の多摩111水系への椎アユ放流状況は、多摩lll漁協、秋11｜漁協、奥多摩漁協、

)||崎河川漁協の放流実績によった。
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6）相模川、酒匂川の椎アユ遡上量と江戸111椎アユ採捕量

相模ⅡI及び酒匂111の稚アユ遡上量は、神奈Ⅱ|県淡水魚増殖試験場の調査結果から。また、

江戸川椎アユ採捕量は、千葉・埼玉県農林統計によった。

2．産卵・ふ化状況及び仔魚分布調査

１）産卵

調査期間及び調査地点を表１に、調査地点を図３に示した。

採集は、川底が清浄で底質が礫の場所を選び、川下にプランクトンネットを設置し、網口

の川底をスコップ又は手で掘り起すようにして、ネット内に入った流下物を採集した。

サンプルは、５％ホルマリンで固定し、実験室に持ち帰り、卵の有無及び卵の発生段階に

ついて調べた。

表ｌ産卵場調査地点

凋杳年月Ｅ

＝

沼和59年l０Ｈｌ６Ｅ っ凸とh･。[ウ圧麥ＩｌＩフに~】空

只堰 。/、メＬ｣慣』

■■

■■■■

■■■■ろ厘川大楕Hg和60年１０月２２１ヨ

、フ〔メＬＨ１：

。四谷本宿崩水堆。中央高原道牒昭和６１年９月１３上

。四容本宿用水堆

ソ:｛卜 ロ

。四谷本宿用水蝦0中央高涼道牒〕Ｈ３Ｂ

表２ふ化仔魚24時間連続採捕地点

調査年月日

｡昭和60年11月５～６日、１１月15～１６日

１１月27～28日、１２月５～６日

･昭和61年10月２～３日、１０月20～21日

１１月４～５日、１１月２１～22日

･昭和61年11月４～５日、11月26～27日

･昭和61年10月15～１６日、１１月10～１１日

調査地点調査河川

二子玉川上流

四谷本宿用水堰多摩川

調布取水所

葛飾橋上流江戸川

－４－



2）ふ化仔魚採捕

（１）ふ化仔魚24時間連続

採捕

調査期間と調査地点

を表２に、調査地点を

図３に示した。

ふ化仔魚の時間別の

流下量を知るため、採

表３河口付近のアユ仔魚出現状況調査地点

調査年月日

昭和61年10月９日

１０月１８日

調査地点

･江戸川、中Ⅱ|合流点

･多摩川大師橋下流。荒)11湾岸橋下流

･江戸川湾岸道路下流

11月１４日

12月１１日

〃
’
〃

捕は午前12時から翌日の午前12時まで連続的に２時間毎、まるなかネット（ＧＧ５４、口径

７０cm）を１０分間、表層に設置して行った。

まるなかネットの設置方法を図４に示した。

サンプルは、５％のホルマリンで固定し、実験室に持ち帰り、ふ化仔魚の出現状況につ

いて調べた。

(2)河口付近のアユ仔魚出現状況

河口付近におけるアユ仔魚の出現状況を知るため、採捕調査を行った。

調査期間及び調査地点を表３と図３に示した。
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採捕は、船でまるなかネッ
」＿－－－

卜を表層５分間約１ノット程
まるなかネット

ユー

ブイ

園
度で曳網し行った。

サンプルは、船上で５％ホ

ルマリンで固定し実験室に持

ち帰り、アユ仔魚の出現状況

について調べた。

(3)内湾河口域でのアユ仔魚の

１１
１１

（’

」＿

一 れ流

ユー

分布状況図４ふ化仔魚採捕方法模式図

内湾河口域におけるアユ仔

魚の分布状況を明らかにするため、昭和60年12月23日、６１年１月１３日、３０日、２月１８日の

４回、図５に示した調査地点においてアユ仔魚の採捕調査を行った。

採捕は船でまるなかネット（ＮＧＧ38、口径２００ｍ）を表層、３ノット10分間曳網し行

った。サンプルの処理は上記に同じである。
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図５調査海域および調査側点
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Ⅲ結果

遡上椎アユ調査

1）調査地点の概要

流向流速、水深調査の結果を図６，７，８に示した。調査時間は小潮の下げ潮時であった。

水深はＡＰ・で示した。

調布取水所防潮堰下流は、汽水域になっており、調査地点は潮汐の影響を受けて水位が大

きく変動する。111幅は約１００ｍで東京側１/2～1/3付近にかけて強流帯が形成され、流速は

約20～30cm／seｃであった。採捕網内での流速は、袖網付近でも10cm／seｃ以下であった。

水深は東京側の方に深く川崎側は浅い。干潮時には川崎側の一部は干出するが、更に大潮

の干潮時には川崎側１/３程度、およそＡ・Ｐ､７０cm以上は干出する。

採捕網付近の底質は、岩盤か大石礫であり、）Ⅱ崎側はほぼ礫と砂であった。

2）年別採捕状況

昭和59～61年の３年間の採捕日数と欠側日数及び採捕尾数を表４に示した。

昭和59年の採捕日数は87日で欠測日数は４日であった。昭和60年の採捕日数は46日で欠測

日数は40日と約半数が欠測だった。昭和61年の採捕日数は54日で欠測日数35日と、欠測日数
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表４椎アユの採捕状況

調査
期間 採捕日数 欠測日数 採捕尾数(尾） 重量（９）調査年

３月２日

～６月１日
昭和５９年 ８７日 ５日 2１，５７７ 6０，８３１．４

３月５日

～６月29日
昭和６０年 ４６日 ４０日 1，２２６ 4，６５０．０

３月１日

～５月29日
昭和６１年 ５４日 ３５日 1，３４５ 4，６５０．０

は調査期間中１/３を占めた。欠測は河Ⅱ|の増水により網を撤去していた日である。

採捕尾数及び重量は、昭和59年21,577尾・６０，８３１４９，６０年１，２２６尾・４，６５００９，６１年

１，３４５尾・４，６５０９であった。

調査期間中の採捕量の経日変化を年別に表５－１～３，図９－１～３に示した。

昭和59年では、椎アユは３月１０日に初めて２尾採捕され、その後３月24日以降６月１日ま

でほぼ連続的に採捕された，採捕量は、３月中65尾・２９７０９，４月中１０，５９０尾・35,280

9、５月中１０，９２０尾・２５，２７１９であった。なお、３月24日と４月26日には形態から見て明

らかに越年したと思われるアユが１尾づつ採捕された。

椎アユの採捕量は、調査期間中波状的に変化した。採捕量は３月下旬から４月上旬にかけ

ては、ほぼ数尾から十数尾で経過したが、４月中旬には１００尾から２００尾程度となり、４月

下旬の24日前後には最初の遡上集中期があり、２４日には調査期間中最多の4,525尾の採捕が

あった。その後、５月１日まで減少したが５月６日前後には３，２２０尾と第２の遡上集中期が

あり、11日、１９日にも約1,000尾の採捕があり、その前後に第３、第４の遡上集中期があっ

た。

昭和60年の椎アユの採捕量は、３月中６尾・ｌＬ９ｇ、４月中１４３尾・３９９．４９、５月中

1,066尾・３，５９２．５９であった。

椎アユは３月25日に初めて１尾採捕され、その後、採捕量は４月末まではやや増加の傾向

が見られるものの、数尾から数十尾で経過した。５月１日には１００尾を越える採捕量があり、

その前後に遡上の集中をうかがわせる山が出現した。また、５月16,24日前後にも遡上の集

中をうかがわせるような山が出現した。しかし、最多採捕量で５月１６日の３５６尾と昭和59年

に比べ、その採捕量は極端に少なかった。

昭和61年の椎アユの採捕量は、３月中１尾・８２９，４月中703尾・’’95089、５月中６４１
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表５－２昭和60年椎アユ日別採捕量と重量

尾数：尾、重量：９

日

｜尾数
稚アユー

３月

重量

曰
３０

４７

１０９．２９

８

６

４５．４９

１９

３

８．５０

４月 尾数
椎アユ

重量

日

５月

椎、燈重量
日 ９

尾数’１０５月

椎ｱﾕ燈 4０．４２

日

５月

椎ｱﾕ瞳 ２１重量

表５－３昭禾１１６１年多摩川遡上椎アユの日別採捕量と重量

３月合計

１

８２

３月

尾数(尾）

４月

４月合計

７０３

１，９５１．２

尾数(尾 ５１９

両~5７７５９１．８
５月

５月合計

６４１

３，１６２．５６

尾数(尾

－１１－
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図９．１昭和59年椎アユ採除量の変動
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図９．２昭和60年稚アユの採捕量の変動
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図９－３昭和61年椎アユの採捕量の変動

尾・３Ｊ５９．０９であった。

椎アユは３月28日に初めて採捕され、その後４月２日から４月下旬までは数尾から数十尾

で経過した。欠iiHll後の４月27日には期間中最多の505尾が採捕され、２７日前後に遡上の集中

期がうかがえた、また、５月９日にもやや多い３０３尾の採捕があり、この付近にも遡上の集

中をうかがわすような山が出現した。その後は調査終了まで数十尾で経過した。昭和61年も

６０年と同様採捕量は少なかった。

3）流下水量と稚アユの採捕量

調布取水所防潮堰における流下水量と採捕量の変動を図１０－１～３に示した。

昭和59年の採捕期間中の流下水量の最高値は、４月20日の４９．３㎡/sec、最低値は、５月

１３～15日の６．８４㎡/sec、平均値は、１４９９㎡/seｃであった｡３月から４月下旬にかけては

大きな変動もなく、およそ１３㎡/secで経過したが、４月20日の約５０㎡/seｃの増水後の減

水期には遡上の山が出現した。同様に５月２日の２５㎡/sec、１７日の３２㎡/seｃの増水の減

水期にも遡上の山が出現した。

昭和60年の採捕期間中の流下水量の最高値は、４月13日の107.0㎡/sec、最低値は、５月

１９日の９．９８㎡/sec、平均値は29.64㎡/secであり、昭和59年に比べ流下水量の平均値は約

－１３－
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図1０－３昭和61年流下水量と椎アユの採捕量の変動

２倍であった。３月から４月初旬までは約２０㎡/sec～３０㎡/seｃで経過し、４月下旬まで

は約３０㎡/seｃ～１１０㎡/seｃと大きく変動した。５月初旬から調査終了時までは約１５㎡／

ｓec前後で比較的安定して経過した。５月初旬の第１の遡上の山は、４月24日の１００８６１１f／

ｓecの増水後の減水期に出現した。

昭和61年の採捕期間中の流下水量の最高値は、５月15日の149.4㎡/sec、最小値は、３月

２日から７日までの５．４㎡/sec、平均値は、２２９０㎡/seｃであった。３月中は約６㎡/bec～

７０㎡/seｃと大きく変動し、４月初．中旬は７㎡/seｃ～25㎡/seｃと比較的安定して経過し

た。その後、調査終了までは８㎡/seｃ～１５０㎡/seｃと大きく変動した。４月27日及び５月

９日付近の遡上の山は、それぞれ４月23日７１㎡/sec、５月７日４２㎡/seｃの増水後の減水

期に出現した。

流下水量が約３０㎡／seｃ以上の時は、いずれの年においても採捕網の流失・損傷を防ぐた

めに網を撤去し調査は欠測した。

4）水温と椎アユ採捕量

２月～５月の河)||水温と多摩川河口沖及び観音崎の海水温の変動を採捕量の変動とともに

図１１－１～３に示した。河川水温は海水温に比べ、気象の影響を大きく受けその変動の幅は

－１６－



℃

2０

水
温

1５

子）

厚ロ
10

］

０１採
捕
量
（
尾
）

〔)(）

]0０

採捕月日

図1１．１昭和59年水温と椎アユ採捕量の変動

－１７－



℃

2０

５１

水
温

■■

1０

200

００

採
捕
三
里
（
尾
）

5／14／13／１Z／］

採捕月日

図1１．２昭和60年水温と椎アユ採捕量の変動

－１８－



Ｃ

2０

Ｐ
、

０
１

水
温

丸子）

10

ｗ
ＶＷ

ｂｑＯ

ⅡＭＭＭⅣＭ｝Ｍ１

０２ ０
００

採
捕
量
（
尾
）

2／】 ３／１４／】５／ｌ

保補月日

昭fU61年水温と椎アユ採捕量の変動図1１－３

大きいハ多摩川河口沖の海水温は多摩川の河川水の影響を受け幅は小さいもののほぼ|司様の

変動を示した。

(1)昭和59年

昭和59年の河川水量は、３月初旬から中旬にかけて７℃～10℃の間で変動し、多摩川河

口沖海水温の変動傾向とは必ずしも一致しなかった。３月20日に降雪と増水により６．３℃

まで降下した河111水温はその後急激に上昇し、３月24日に８７℃で多摩川河口沖海水温を

上回り、翌日には10℃を越え、後は５月下旬までほぼ海水温を上回った。一方、椎アユは

３Ⅱ24日から小数ながら連続的に採捕された。その後、河111水温は大きな変動を繰り返し

ながら上昇し、４月下旬には16℃～17℃、５月下旬には20℃程度となった。

多摩川河口沖と観音崎沖の海水温の変動をみると、概ね３月下旬より両地点の水温は上

昇し始めるが、４月20日までの観音崎沖の水温は多摩川河口沖の水温を上回っており、以

後は多摩川河口沖の水温が観音崎の水温を上回った。このときの水温は約13℃であり、３

日後の23日からは最初の遡上集中期が出現した。その後、多摩川河口沖の水温は観音崎沖

水温との差を徐々に大きくしつつ上昇し、５月下旬には約19℃となった。

(2)昭和60年

－１９－



昭和60年の河川水温は、２月下旬に５２℃と最低を示した後、大きく変動しながら上昇

し、５月下旬には20℃～22℃となった。３月25日に１１４℃で多摩川河口沖水温を上回った

河川水温はその後、ほぼ海水温を上回った。椎アユは３月25日に初めて採捕され、以後欠

測日を除き連続的に採捕された。

多摩川河口沖と観音崎沖の海水温の変動をみると、両地点の水温とも３月初旬より上昇

しはじめ、５月下旬には多摩川河口沖約１９５℃、観音崎沖約18℃となった。４月初旬ま

で観音崎沖の海水温は多摩川河口沖水温を上回ったが、４月１５日１３１℃を境として多摩

川河口沖の海水温がほぼ観音崎沖海水温を上回った。その後、多摩川河口沖の水温は観音

崎水温との差を徐々に大きくしつつ上昇した。椎アユの採捕は、４月20日を除き30日まで

欠測であった。

(3)昭和61年

昭和61年の河川水温は３月初旬より大きく変動しながら上昇し、５月下旬には19°Ｃ～２０

℃程度となった。３月中の変動は特に大きく、３月24日には降雪と増水で４１℃まで降下

した。その後、急激に上昇し４月２日には１３．９℃となった。河111水温は３月３１日に多摩

川河口沖の海水温約10℃を上回った後は５月末までほぼ海水温を上回った、初めて椎ア

ユが採捕されたのは３月28日であり、そのときの水温は1Ｍ℃であった。その後採捕調

査は増水により欠測したが、４月１日に再開したのち２日から連続的に採捕された。

多摩川河口沖と観音崎沖の海水温の変動をみると、両地点の水温とも３月初旬から上昇

しはじめ、５月下旬にはそれぞれ約１９．５℃、約１８℃となった。観音崎沖の海水温は４月

中旬まで多摩川河口沖の海水温を上回ったが、４月１７日12.7℃を境に逆転し、以後多摩

）||河口沖海水温が観音崎沖海水温をほぼ上回った。多摩川河口沖と観音崎沖との海水温の

差は調査終了時に近くなるほど大きくなる傾向を示した。４月17日以後の椎アユ採捕は２０

日から26日まで22日を除き欠測し、２７日に遡上の山が出現した。

同様にして、昭和58年における河川水温と多摩111河口沖・観音崎沖の海水温の変動を採捕

量の変動とともに図12に示した。

河川水温は３月２０日に１０８℃で多摩)||河口沖の海水温を上回り、その後も海水温を上回

った。椎アユは３月１６日（河)||水温１０３°Ｃ）で初めて採捕され、その後連続的に採捕され

た。

多摩川河口沖と観音崎沖の海水温の変動をみると、３月中は観音崎沖の海水温が多摩)''何

口沖の海水温を上回ったが、４月５日（海水温１２．５℃）を境いに逆転した。椎アユは４月６

日に最初の遡上集中期が出現した。
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5）濁度と椎アユ採捕量

昭和59年～61年の濁度と採捕量の変動を図13-1～３に示した。また、年別濁度採捕量を

図１４－１～３に示した。

昭和59年の採捕期間における濁度の最高値は４月20日の95゜で最低値は５月27及び28日の

５．であった。遡上の集中期における濁度はいずれも10.前後であった。

濁度別の採捕量をみると、濁度が12゜以下のときに多くの椎アユの探捕があり、１６゜以上で

はほとんど採捕されなかった。

昭和60年の採捕期間における濁度の最高値は４月２３日の60゜で最低値は３月５日、５月２

日、３日、４日、８日の３．であった。遡上の山は５月初旬から中旬にかけての濁度が４，～

１０゜程度に安定したときに出現した。

濁度別の採捕量をみると、濁度の値が15.未満のときにすべての採捕があった。

昭和61年の採捕期間における濁度の最高値は５月１５日の83゜で、最低値は５月28,29日の

３．であった。４月下旬と５月初旬の遡上の山は濁度が７｡～１０°程度の時であった。

濁度別の採捕量をみると、濁度の値が11.以下のとき採捕があった。

いずれの年も濁度は流下水量と密接に関連し、増水時には濁度が高い。

6）潮汐と椎アユの採捕量

昭和59年～61年の調査期間中の日別潮位差と椎アユ採捕量の変動を図１５－１～３に示した。

昭和59年における遡上初期の４月９日、遡上集中期の４月23日、５月４日、５月１９日の潮

位差はそれぞれ１０８cm、７７cm、185cm、１６９cmであり、５月までは遡上集中期は小潮時付近

に、また、５月４日頃の集中期は大潮時付近に出現した。

昭和60年において遡上の山の出現した４月29日、５月１１日、２３日の潮位差はそれぞれ１００

ｃｍ、１０５cm、１７１cmであり、前二者は小潮時に当っていた。

昭和61年において遡上の山の出現した４月２７日、５月９日の潮位差はそれぞれ２１３cm、

１７９cmと大潮時に当っていた。

7）水質

（１）溶存酸素量（ＤＯ）

昭和59年～61年の調査期間中のＤＯの変動を図１６－１～３に示した。

昭和59年のＤＯの最高値は３月１日及び３月22日の８８，９／Ｃ、最低値は５月31日の3.9

,9／Ｃであり、平均値は6.4,9／Ｃであった。

昭和60年の最高値は３月１５日の９．７mg／Ｃ、最低値は５月24日の４２mg／Ｃであり、平均

値は7.3,9／Ｃであった。

昭和61年の最高値は３月24日の９．７mg／Ｃ、最低値は３月１５日の３．７mg／Ｃであり、平均

－２２－



値は６．６mg／Ｃであった。

総じて、ＤＯは調査期間を通し小さな変動を繰り返しつつ、減少傾向を示した。また、

増水時においてはＤＯは上昇した。

（２）化学的酸素要求量（ＣＯＤ）

昭和59年～61年の調査期間中のＣＯＤの変動を図１７－１～３に示した。

昭和59年のＣＯＤの最高値は６月１日の９．５mg/C、最低値は４月22日の５８mg/Ｃであり、

平均値は７．４mg／Ｃであった。

昭和60年の最高値は４月４日の９．７mg／C、最低値は４月１９日及び21日の０３，９／ｃであ

り、平均値は5.2,9／Ｃであった。

昭和61年の最高値は３月24日の117mg／ｌ、最低値は５月１７日、１８日の２８，９／cであり、

平均値は6.4,9／Ｃであった。

概ね、ＣＯＤは増水時には上昇した。

（３）水素イオン濃度（ｐＨ）

昭和59年～61年の調査期間中のｐＨの変動を図１８－１～３に示した。

昭和59年のｐＨは７．０～７．５の間で変動した。昭和60年においても同様であり、昭和６１

年は７０～７．４の間で変動した。

いずれの年も、ｐＨは調査期間を通じ日を追う毎に減少する傾向を示した。

（４）塩素イオン濃度（Ｃｌ）

昭和59年～61年の調査期間中のＣｌの変動を図19-1～３に示した。

昭和59年のＣｌの最高値は４月25日の61,9／C、最低値は５月１８日の25,9／Ｃであり、平

均値は42mg／Ｃであった。

昭和60年の最高値は３月６日の66.1mg／Ｃで、最低値は４月１３日、１５日の１０．８mg/cであ

り、平均値は27.8,9/Cであった。

昭和61年の最高値は３月４日の２４４０，９/C、最低値は５月１５日の８２，９/ｃであり、平均

値は42.1,9/Ｃであった。

Ｃｌは潮汐により周期的に変動したが、流下水量にも大きく影響され増水時には、Ｃｌは

低下した。

8）椎アユの時刻別採捕量

稚アユの時刻別の採捕量を図20に示した。日没は18時35分、日出は４時40分であった。

椎アユは21時を除き、翌日の６時まで夜間は全く採捕されなかった。最多採捕時刻は18時

で、夕刻に多く採捕される傾向がうかがわれた。

調査時の水温、ＤＯ、濁度、流下水量等の経時変化を図21に示した。水温は約19～21℃で
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変化し夕方から日没後にかけて高かった。ＤＯもほぼ同様な変化を示した。

～18時に１２㎡/seｃとなったものの他は８㎡/seｃと安定していた。

）採捕椎アユの形態

(1)昭和59年

昭和59年の椎アユのうち測定した個体数は、4,822尾であり、最大の１

ｃｍ、体重２６．５９、最小の個体は体長４４cm、体重０７９で～平均体長は

６．０cm、平均体重は２．８９であった『，

椎アユの体長組成を図22に、月別の体長組成を図23に示したr，また、参

流下水量は17時

9）

（１）

昭和59年の椎アユのうち測定した個体数は、4,822尾であり、最大の個体は体長１１７

cm、体重２６．５９、最小の個体は体長４４cm、体重０７９で～平均体長は６．０cm、平均体長

6.0cm、平均体重は２．８９であった『，

椎アユの体長組成を図22に、月別の体長組成を図23に示した。また、多摩川に放流され

た琵琶湖産稚アユの体長組成を図24に示した。３月のモードは７，～７．５cmに、４月のモ

ードは６．０～６．５cm、５月のモードは５．５～６．０ｃｍと小型化する傾向がうかがわれた。琵

琶湖産稚アユは体長のばらつきが小さく、平均体長６５cmで多摩川で採捕された椎アユの

平均体長よりやや大型であった。

椎アユの日別最大体長、平均体長、最小体長と採捕量の変動を図25に示した｡遡上初期

には平均体長は大きく、また、ばらつきも比較的小さかった。５月中旬までは平均体長は

徐々に小さくなり、調査終了近くになりやや上昇した。このことから、遡上初期には大型

の個体が遡上して来る傾向がうかがえた。遡上集中期においては、椎アユ体長のばらつき

３４５６７８９１０１１１２１３

図２２昭和59年椎アユの体長組成
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は比較的小さかった。

採捕期間中の椎アユの最高・最低・平均肥満度の経日変化を図26に示した。平均肥満度

は採捕期間（４/７～５/１）中期頃にほぼ横ばいであるが、全体では上昇傾向がうかがえた。

また、肥満度のばらつきは遡上集中期においては比較的小さかった｡

(2)昭和60年

昭和60年の椎アユのうち測定した個体数は1,028尾で、最大個体は体長１３３cm、体重

３５．６９、最小個体は体長４２cm、体重０５９であり、平均体長は６５cm～平均体重３．９９

であった。

採捕椎アユの体長組成を図27に、月別の体長組成を図29に示した．また、同年、多摩川

に放流された琵琶湖産稚アユ、人工種苗アユ及び江戸川遡上椎アユの体長組成を図２９－１

～３に示した。

３月は採捕数が少なく不明であったが、４月の体長のモードは５．０ｃｍ～５．５cm、５月は

６０cm～６．５cmに移行し、椎アユの大型化傾向がうかがえた。琵琶湖産椎アユは体長のモ

ードが５．５cm～６．０cmとほぼ多摩川遡上椎アユと同じ値であったが、人工種苗は７．０cm～

７．５ｃｍと多摩川遡上椎アユより大きかった。琵琶湖産椎アユ・人工種苗とも体長のばらつ

きは比較的小さかった。江戸川産稚アユは、体長のモードが５５cm～６０ｃｍとほぼ多摩川

１５鄙
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図２６昭ﾎﾟﾛ59年最高・最低平均肥満度の経日変化
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産と同様であったが、体長のばらつきは比較的大きかった。

採捕椎アユの曰別最大体長・平均体長・最小体長と採捕量の変動を図30に示した。平均

体長は採捕尾数が少なく明確でないものの、前年度とは逆のやや大型の傾向がうかがえた。

採捕期間中の椎アユの最高・最低、平均肥満度の経日変化を図31に示した。平均肥満度

は欠測が多いもののほぼ前年同様上昇傾向がうかがえた。

（３）昭和61年

昭和61年の椎アユのうち測定した個体数は、９２７尾で、最大個体は体長１２１ｃｍ、体重

２７．７９、最小個体は体長４６cm、体重０．９９であり、椎アユの平均体長は６．７cm、平均体

重は４．１９であった。

採捕椎アユの体長組成を図32に月別の体重組成を図33に示した。また、多摩川に放流さ

れた琵琶湖産稚アユ、神奈Ill海産椎アユ及び江戸川遡上椎アユの体長組成を図図３４－１～

３に示した。

椎アユの体長は４月、５月とも５．５cm～６．０cmにモードが出現したが、平均体長は４月

6.1ｃｍ、５月に６．９ｃｍとやや大型化する傾向がうかがえた。琵琶湖産、神奈川海産とも多

摩川遡上椎アユに比べ体長のばらつきは小さかったが、モードは多摩川産と同様５．５cm～

６０cmにあった。江戸川産稚アユは、体長のばらつきが大きく、かつ、モードが５．５cm～

６．０cmとほぼ多摩川遡上椎アユと同様な傾向を示した。

椎アユの日別最大体長、平均体長、最小体長と採捕量の変動を図35に示した平均体長

は４月下旬まで減少傾向を示し、５月中・下旬になり上昇した。この結果は、昭和59年と

ほぼ同様の結果であった。

調査期間中の椎アユの最高・最低・平均肥満度の経曰変化を図36に示した。平均肥満度

は５月初旬まではほぼ横ばいであったが、以後上昇した。概して、前年、前々年と同様調

査期間を通じ肥満度の上昇傾向がうかがえた。

10）椎アユの脊椎骨数と異形出現率

軟Ｘ線透視撮影による椎アユの平均脊椎骨数と異形の出現率を年度別、産地別に表６に示

した。また、年別・産地別の脊椎骨数組成を図３７－１～２に示した。

昭和58年～61年の多摩川遡上椎アユの平均脊椎骨数は61.17～６Ｌ４８であり、昭和59年～

６１年の琵琶湖産稚アユは６１１９～６１６２であった。江戸)||産は６１．２３～６Ｌ３８であり、また

駿河湾産６Ｌ４９、神奈川海産６Ｌ３２であった。人工種苗は６１．５７であった。年による変動は

あるものの、琵琶湖産及び人工種苗で平均脊椎骨数が多い傾向が見られ、特に、琵琶湖産が

多い傾向を示した。脊椎骨組成をみても琵琶湖産、人工種苗のモードが62であったのに対し

他の産地のモードは61であった。一方、多摩川遡上椎アユと海産及び江戸川産の平均脊椎骨

－５０－



表６年別・産地別椎アユの平均脊椎骨数と異形の出現率

年及び産地

昭和58年

多摩川

昭和59年

多摩川

昭和60年

多摩１１１

昭和61年

多摩１１１

異形率(％）

0．６５８ ２１５３

0．７２７ 1９．７２

4４０９

3２２ 3４．８５

年及び産地

昭和59年

琵琶湖産

昭和60年

琵琶湖産

昭和61年

琵琶湖産

標準偏差｜異形魚数 異形率(％）

3２．４
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27.60
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数は、ほぼ同じ値を示した。

異形出現率についてみると、多摩川産遡上椎アユが昭和５８．５９年の遡上量の多い年に２１５３

％、19.72％と昭和60年．６１年の４４０９％、３４８５％に比較しやや低い傾向がうかがえたも

のの、総じて産地及び年により変動がまちまちであり、一定の傾向はみられなかった。

11）椎アユの放流状況

昭和59年～61年における多摩川水系への各区域別の椎アユの放流状況を表７に、区域を図

３８に示した。

多摩川水系には椎アユと成魚が放流されている。成魚は比較的遅い時期に放流される。

昭和59年の放流量は、椎アユ6,280k9及び’50,000尾、成魚は８００kg及び45,000尾であ

った。

昭和60年は椎アユ５，０５０ｋ9及び320,000尾、成魚３５，０００尾であった。

昭和61年は椎アユ5,585ｋｇであった。

放流された椎アユの産地は琵琶湖産、海産、人工種苗であるが、そのうち琵琶湖産は75～

８０％近くを占めている。

12）相模川、酒匂)||の椎アユ遡上量と江戸111の椎アユ採捕量

相模川及び酒匂川の椎アユ遡上量と江戸)||の椎アユ採捕量を表８４),5),6),７１に示した。

相模川においては昭和５８．５９年に400万～1,000万を越える遡上量があったが、昭和６０゜

６１年は４万～10万尾と激減している。また、酒匂川においても昭和59年には７１０万尾の遡上

があったが、昭和60年には約6,000尾、昭和61年には53万尾と減少した。これらの年による

遡上量の変動は、多摩川における椎アユ採捕量の年変動と同様の傾向を示した。また、海産

椎アユの遡上量は年により大きく変動する傾向がうかがわれた。

江戸Ⅱ|においては、椎アユ採捕漁業者の漁獲結果であるため採捕量の少い年は漁獲を中止

してしまい、加えて、採捕地点下流の篠崎水門の開閉操作によっても椎アユの漁獲量が変動

するため､椎アユの遡上量を正確には反映していない。しかし、昭和５８．５９年においては遡上が

比較的多く、また昭和６０．６１年においては遡上が少ないことがうかがえた。

13）アユ以外に採捕された魚種

稚アユの採捕時に採捕されたアユ以外の魚種を表９に示した。

昭和59～61年の３年間で採捕された魚種は30種であった。昭和58年に採捕され今回採捕さ

れなかったものはカワムツ、スゴモロコ（昭和58年ではデメモロコと誤って記載)、ヒメダ

カ、メナダ、マハゼ、ビリンゴ、ウキゴリの７種類であった。

採捕地点付近では、コイ、フナ、モツゴが尾数・重量とも多かった。
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表７多摩川水系の各地点におけるアユの放流状況

昭和59年
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2．産卵、ふ化状況及び仔魚分布調査

ｌ）産卵

産卵調査結果を表10に示した。卵の発生段階については、伊藤ら８）（1964）の報告に従っ

た。

昭和59年においては10月１６日府中大丸堰下と新多摩川大橋下流の地点で、それぞれ85個、

９３個のアユ卵が採取された。いずれも発生の進んでいるものはなく、また、ほとんどが白濁

卵であった。

昭和60年においては10月22日の産卵場調査時にはアユ卵は採捕されず、11月１５日、１６日、

１２月６日のふ化仔魚採捕調査時にそれぞれ１個づつ流下して来た卵を採取した。いずれも白

濁卵であった。

昭和61年においては９月23日に二子玉川上流地点で、８９個のアユ卵が採取された。うち1

個は発眼卵であり、また、４６個体は受精後３～６時間程度のものであった。１０月３日に四谷

本宿用水堰上において1個のアユ卵が採取された。この卵は、受精後６時間程度のものであ

った。

卵径はおよそ０８４mm～１０８ｍであり、平均卵径は０９５ｍ～０９７mmであった。

２）ふ化仔魚24時間連続採捕

（１）多摩川

多摩川におけるふ化仔魚調査結果を表11に示した。発育段階については内田ら9）（1958）

の報告に従った。またふ化仔魚の時間別採捕量を図39に示した。

昭和60年の11月５～６日、１５～１６日、２７～28日、１２月５～６日に二子玉川において行っ

た調査ではふ化仔魚は採捕されなかった。

昭和61年の５回の調査では10月２～３日の第１回の調査を除き、総ての調査でふ化仔魚

が採捕された。

採捕された仔魚の総尾数は１１４尾であり、最大全長８４ｍ、最小全長５０ｍｍ、平均全長

６．９９ｍであった。発育段階については、７８尾がふ化直後、３１尾がふ化１日、４尾が仔魚

後期であった。

ふ化仔魚の採捕量を時間別にみると、１０月20～21日の調査では21日４時に１尾、11月４

～５日の調査では５日の２時に２尾、４時に３尾が採捕された。11月２１～22日の調査では
ｆ

ほぼ連続的に採捕され、２２日の４時|とは36尾というピークがみられた。１１月26～27日の調

査では27日４時に1尾が採捕された。

（２）江戸川

江戸)||における24時間連続採捕調査結果を表12に示した。また、時間別採捕量を図40に

－５８－



表１０多摩川産卵場調査結果

個体数個採集年月日

1984年
１０月16日

備名・

卵黄内白濁27個体（潰れ卵９，付
着膜無し３を含む）
白濁62個体（潰れ卵23、付着膜無
し12、潰れ卵付着膜無し１、卵膜
膨張ｌを含む）
卵内透明１個体

府中是政
大丸堰下

8５ 0．６３1．４９ 0８６ ０．９７

新多摩川
大橋蘂下流

9３ 1．０８ 卵黄内白濁25個体（潰れ卵３，付
着膜無しｌを含む）
白濁68個体（潰れ卵13、付着膜無
し］を含む）

0．１９１０９７

府中是政
大丸堰下

東名高速
道路上流

新多摩川
大橋下流

1985年
10月22日

０

００

０

1985年
11月１５日

1985年
１１月１６日

1985年
12月６日

1986年
９月１３日

_二子玉川
上流

二子玉川
上流

二子玉川
上流

白濁
24時間ふ化仔魚調査18時に採取

白濁
24時間ふ化仔魚調査６時に採取

白濁
24時間ふ化仔魚調査０時に採取

1

腫
嚇

Ⅱ 発眼卵１個体(採取時の水温２２．３
℃により受精後約１０日経過）
受精後約３～６時間経過４６個体
(卵黄膜破裂８を含む）
卵黄内白濁25個体（潰れ卵４，付
着膜無し１を含む）
白濁17個体

8９ 0８４ 0２２１０．９５1.0636日
ＢＯ

中央高速
道路下流

四谷本宿
用水堰上

1986年
９月２３日

1986年
10月３日

受精後約６時間経過（卵黄膜破裂
油球多数）
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表ｌｌ多摩川のふ化仔魚調査結果

備 考採捕場所個体数尾）

多摩川四谷
本宿用水堰

多摩川四谷１
本宿用水堰

採捕年月日

１９８６．１０２
～１０３

ふ化後約１日１９８６．１０２０
～１０．２１

ふ化直後－３個体
ふ化後約１日－２個体

ふ化直後-74個体（体の一部
損傷２を含む）
ふ化後約１日-28個体
仔魚後期（卵黄がほとんど吸
収された段階）－４個体（体
の一部損傷１を含む）
不明－１個体（体の一部欠損）

ふ化直後

多摩川調布
取水所

５１９８６．１１４
～１１．５

多摩川四谷
本宿用水堰

3.4 7．０６8.4 5.01０７１９８６」１２１
～１１２２

多摩川調布
取水所

6.7１９８６．１１．２６
～１１．２７

保栖時Ｅ’

１０月２０日～１０月２１日
」

医
旧
尾
舷

「
】

崖、病因

Ｌ１月４日-11月５日

樫
旧
尾
敬

所

1２１４１６１８２０２２０２４６８１０１２呵

擦、Ｉ印同

Ｌ１ＲＺＬａ～ｌｌＨ２２Ｂ

晨価軒屈

11月Ｚ６Ｂ－Ｌ１ｎ２ＴＢ

図３９多摩川ふ化仔魚時間別採捕量
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表１２江戸Ⅱ|のふ化仔魚調査結果

採捕＝ 個体数採捕年月日

１９８６．１０．１５
～１０．１６

備考

ふ化直後－２個体
ふ化後約１日-28個体（体の一
部損傷１，体の一部欠損１を含
む）

仔魚後期（卵黄がほとんど吸収
された段階）－］１３個体（体の
一部損傷20,体の一部欠損ｌを
含む）
不明－１０個体(体の一部欠損９，
体の一部欠損ｌを含む）

ふ化後約ｌＲ－ｌＯ個体
仔魚後期（卵黄がほとんど吸収
された段階）－４個体（体の一
部損傷１を含む）

江戸川 ４４ 2.91５３ 7.3 5．７７

F￣ ｣J１
江戸川１９８６．１１．１０

～1111

1４ 6．４１

4０

仰
Ⅲ
厄
蚊

●
■
■
■

■
ｇ
ｐ
ＩＳＲ１［Fｉ１Ｒz０２ＺＵ

係ＩｉＩ時１１１１

１０月１５日～１０月１６日

尾

５

１m4

11113
1国

数２

１

０ lIf1０１２１４１６１８２０２２０２４６８１０
操ＩｉＩｌＩ『ＩＨＩ

１１月１０日～１１月１１日

図４０江戸川ふ化仔魚時間別採捕量
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示した。

昭和61年１０月15～１６日の調査では153尾、１１月10～１１日の調査では14尾の採捕があった。

採捕された仔魚の総尾数は167尾であり、最大全長７．５ｍ、最小全長４４ｍ、平均全長

５．８２ｍであった。発育段階は２尾がふ化直後、３８尾がふ化後１日、１１７尾が仔魚後期で

あり、多摩Illでの仔魚に比較し、仔魚後期のものが多かった。また、仔魚の全長は多摩川

産に比べて江戸川産は平均で１ｍ以上小さかった。

ふ化仔魚の採捕量を時間別にみると、１回目の調査ではほぼ連続的に採捕され、１０月１５

日の20時には55尾の採捕量のピークがあった。２回目の調査においては、ほぼ４時間おき

に１～４尾の採捕があった。

時間別採捕量は江戸川産のものが多摩llI産に比べて、連続的に採捕された。

多摩111及び江戸川でのアユ仔魚の単位ろ水量当りの採捕量を表13に示した。

多摩111でのろ水量１０ｔ当りの最多採捕量は４．９５尾/１０ｔであり、江戸川では39.29尾/１０

ｔと約８倍であった。概して、単位ろ水量当りの採捕量は江戸川の方が多い傾向を示した。

3）河口域におけるアユ仔魚出現状況

多摩Ill・江戸111・荒川河口域及び江戸川と中111の合流点における流下仔魚出現状況調査結

果を表14に示した。

河口における３回の調査で３回とも流下仔魚が採捕されたのは江戸川だけであった。一方、

荒川河口では10月18日、多摩川河口では12月11日の各１回のみ流下仔魚が採捕された。また、

採捕量は江戸111では32尾、１９尾、２尾であったが、荒1113尾、多摩1112尾で１回当り採捕員

も江戸川が他の河口域に比較し多かった。

4）内湾河口域でのアユ仔魚の分布状況

今回の調査においてはアユ仔魚は全く採捕されなかった。

各調査時の水温の鉛直分布を定点別に図４１－１～４に示した。

水温は12月から２月の調査間で約７～14℃の範囲にあり、12月23日の１回目の調査で最も

高く、２月１８日の第４回目の調査で最も低かった。低水深のｓｔ、１，５，６では、４回目の

調査時を除き、水深による水温の変化が小さく、高水深のｓｔ、２，３，４では水深による水

温の変化が比較的大きかった。

昭和57～61年の10月～翌年５月までの多摩111、多摩川沖、観音崎、洲ノ崎の旬別平均水温

の時系列変化を図42-1～４に示した。

４年間を通して、昭和57年～58年の水温が比較的高く、昭和58～59年の水温が比較的低か

った。

昭和57～58年の水温分布をみると、12月下旬に多摩川に出現した10℃の水温帯は２月上旬
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から３月上旬にかけて多摩川沖に張り出し、また、１１℃の水温帯は２月中旬～３月上旬にか

けて観音崎付近まで張り出した。14℃の水温帯は２月中旬～３月下旬にかけては洲ノ崎付近

にまで張り出していた、

昭和58年～59年の水温分布をみると、12月上旬に多摩Ⅱ|に張り出した１０℃の水温帯は１月

下旬～３月下旬まで観音崎付近にまで張り出した。また、］5℃の水温帯は多摩川に、１１月上

旬に出現したが１月下旬には洲ノ崎まで張り出し、洲ノ崎は４月中旬まで15℃以上で経過し

た、

総じて、多摩川から東京湾奥、湾央、湾口付近にかけての水温傾斜は10月頃では湾奥ほど

低く、湾口にかけて高くなっている。この傾向は気温が上昇し、地温も上昇する春先まで続

いた。多摩川に12月頃出現した１０℃の水温帯は、１月から３月ごろまで観音崎付近まで張り

出す。15℃の水温帯は１月から４月頃までｻﾄ|／崎付近にまで張り出す。気温の上昇により、

４月頃になると河川・湾奥から湾口にかけての水温傾斜は逆転し、河川水はもとより湾奥の

水温が湾央・湾口の水温を上回った。

ここで冬期の東京湾内の水温水平分布を東京湾横断道路漁業影響調査'0）（1987）により、

過去30年間の平均値でみると図43-1～２の通りであり、等温線は湾奥～湾口の線を横切る

ように出現している､これにより、上記４地点が湾奥、湾央、湾口にかけての水温傾斜を現

わしていることがわかる。

□Ｉ功－Ｊ『一〉ソ、】

I■

戸

ｑ
］ 、

．I

巴
′

l

ｔ

図4３－１水温水平分布（０．５ｍ層） 図4３－２水温水平分布（１０ｍ層）
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Ⅳ考察

1．遡上丑及び遡上期と環境

多摩川での椎アユの採捕量は、昭和59年21,577尾、昭和60年1,226尾、昭和61年1,345尾と

年により大きく変動し、その差は約20倍近くもあった。この原因については、昭和60年、６１年

の調査期間中の天候が悪く、増水のため網入れ日数の少なかったことも若干影響していると考

えられるが、昭和58年の多摩川への椎アユの遡上量も含め、江戸川においても同様な傾向であ

り、また、相模湾に注ぐ酒匂)''、相模'''への椎アユの遡上量も同様の増減傾向を示しているこ

とから、多摩川への椎アユの遡上量が少なかったためと考えられた。

小山ら'1）（1965）によると「椎アユは流速の高い流路の脇に多く集結し、同じような進路を

通って遡上する」と報告し、また、伊藤ら121（1965）は､「アユの遡上は両岸に沿い、特に深み

側より浅瀬側に多い」と報告している,このことから、採捕地点付近の河底地形や流速分布を

考慮すると、採捕網設置地点も椎アユの遡上経路の1つになっていることが考えられるが、川

崎側の浅瀬や強流帯側の傾斜部も椎アユの遡上経路となっていると考えられた。これらのこと

により、多摩川への椎アユの遡上量は少なくとも採捕量の数倍はあったものと考えられた、

椎アユが少数ながらほぼ連続的に採捕されるようになった初日は３月下旬頃であるが、いず

れの年もその時の河'''水温は多摩川河口沖の海水温を上回っており、その後、河川水温は多摩

川河口沖の海水温を上回り続けている。また、同様に昭和58年の遡上をみると河川水温は、初

日から何日間かは多摩)||河口沖海水温をやや下回ったものの初日は昭和61年とほぼ同じ１０３℃

であった。このことから椎アユの遡上開始時期は、多摩'''の河''|水温が'0℃程度となり、かつ、

河川水温が多摩1''何口沖の海水温をほぼ上回る頃と考えられた。

最初にまとまった量の採捕のあった日を本格的遡上とすると、椎アユの本格的遡上は、いず

れの年においても湾奥の多摩川河口沖の海水温が湾央の観音崎沖の海水温を上回った数日～'０

日後に始まっており、湾奥から湾央にかけての水温の傾斜が椎アユの本格的遡上に大きく影響

していると推察された。また、このことは多摩川に遡上する椎アユの主群が後述するように湾

央部より外側に分布することを示唆するものであると考えられた。

本格的遡上開始曰の多摩川河川水温は、１３．７℃～１９．５℃と各年ともばらばらであった。￣

方、多摩川河口沖と観音崎沖の海水温はほぼ13℃前後であった。小|｣｣'3)（1978）によれば椎ア

ユが選好する水温は表15のとおりであり、本格的遡上開始時の椎アユの体長は、およそ６cm程

度であったことから、選好する水温は'１℃～'5℃とされた。このことから、二地点の海水温の

逆転時の水温が選好水温範囲ならば、河川水温にほとんど関係なく、海水温逆転とそれによっ

て起る湾奥に高く、湾央・湾口に低い海水温の温度傾斜が本格的な遡上を促すものと推察され
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た。

調査期間中の採捕量は、各年ともその振幅

に大小はあるものの波状的に変動した。昭和

60年．６１年においては欠,ilj,,が多く、はっきり

とした遡上周期は不明であるが、遡上の山は

およそ９～１３日程度の間隔で出現した｡これ

は、昭和58年の調査結果とほぼ同様であった。

伊藤ら（1964)8)によれば遡上量の波状的変動

は、気象、水量、水質、潮汐、遡上路の河川

表１５仔アユの選好水温

q】b1文PLf

０

「
Ｊ

戸
」

（ま、気家、水量、水質、潮汐、遡上路の河)||形態等の物理的条件や、遡上アユ自体の生理的条

件等がからみ合って生じる現象としている。

今回の各調査においても、昭禾１１５８年の調査と同様、流下水量の増大による欠測後の流量減少

時に遡上の,,,が出現する傾向がうかがわれ、小山ら13）（1978）の「遡上椎アユの泳力に見合う

限度以内ならば流量が多いほど遡上量は多くなる」という報告をほぼ裏付けた。－万、アユは

濁りを嫌うといわれるが、濁度は流下水量の変動とほぼ同じ変動を示し、流下水量の上昇とと

もに濁度も上昇した。しかし、各年とも濁度15.以上の曰には椎アユの採捕はなく、燭度１５．

以上が遡上を制限する要l利であると考えられた。これは、昭和58年の調査においてもほぼ同様
の傾向であった｡

また、遡上の,,,の出現時は、大潮か小潮日に当たっている日が多く、昭和58年の調査同様潮

汐との関連も推察された。

その他、ＤＯ、ＣＯＤ、ｐＨ、塩素イオン濃度と遡上量との関連は調査結果からは認められ

ず、今回観測された範囲内では、これらの環境要因は多摩川においては椎アユの遡上量に余り

影響を及ぼしていないと思われた。

椎アユの遡上の日周変動については、昭和58年の調査結果と同様、椎アユの採捕が朝から夕

方にかけての日中で、なかでも夕方に多く、夜間にはほとんど採捕されなかったことから、遡

上は日中でしかも、夕方に多く行なわれ、夜間はないものと考えられた。

2．形態

椎アユは各年とも、遡上の初期には大型個体が多く日を追うに従い小型個体の割合が多くな

る傾向が見られたが、表l5のように大型個体ほど選好する水温範囲が低いことが原因の１つと

考えられた。また、これらの傾向は他の河川での遡上期を通じ順次小型化する傾向とほぼ一致

した。しかし、多摩川では５月中旬当りから再び個体の大型化がはじまり、このことが他の河

川と異る特徴と思われた。この原因については明らかではないが、放流アユの混入等が推測さ
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れた゜

多摩川の採捕椎アユの各年の平均脊椎骨数は、61.17～６１４８であり、他の海産及び江戸111

産もほぼ同様の値を示した。一方、琵琶湖産椎アユの平均脊椎骨数は６１１９～６Ｌ６２と湖産ア

ユの脊椎骨数が多摩川産に比べてやや多い傾向を示したが、産地別・年別による平均脊椎骨数

の値はまちまちであり、産地や年による一定の傾向は見られなかった。また、脊椎骨の異形出

現率についても、各々、年別・産地別の有意の差はみられなかった。このことは、神奈川県淡

水魚増殖試験場2)(1976）の報告とは異っていた。

3．産卵及びふ化

アユ卵が昭和59年に新多摩川大橋下流と府中大丸堰下で採取され、昭和61年には二子玉111上

流と四谷本宿用水堰上において採取されたことから、ここに産卵場があったと考えられた。卵

の発生状態から産卵されたのは、昭和59年は10月中旬、６１年は９月中旬頃であったと推定され

た。また、昭和61年のふ化仔魚採捕調査結果から、四谷本宿用水堰上流にも産卵場があったと

推察され、採捕されたアユ仔魚の発育段階と、河川平均流速（０２ｍ／seＣと仮定）を考慮し、

上流約６kmの日野用水堰付近が産卵場であり、産卵は10月上旬と11月上旬にされたと推測され

た。このことかや、昭和61年における多摩111のアユの産卵は、少なくとも９月中旬から11月上

旬頃まであったと考えられた。

昭和60年においては、アユ卵は11月中旬と12月初旬のふ化仔魚調査時に、流下して来たもの

を１個体づつ採取したのみであり、加えて４回目のふ化仔魚採捕時に仔魚が採捕されなかった

ことから、産卵はあったものの、極めて小規模なものであったと考えられた。

ふ化仔魚連続採捕調査の結果では、江戸川においては２回の調査ともほぼ連続して仔アユが

採捕されたが、一方、多摩川においては採捕時間や採捕量にむらがあった。また、河口域の仔

アユ採捕調査においても、江戸川河口では毎回仔アユが計53尾採捕されたが、多摩川河口では、

３回の調査中１回１尾の採捕のみであった。これらのことは、多摩川では産卵場所や産卵量が

小規模であり、あるいは、産卵時期が片寄っていたためではないかと考えられた。

多摩川の水質は、近年やや回復したと言うものの、流下水量は少なく)||幅は狭くそして流速

は緩やかになり、河床に汚泥が堆積するなど清浄な瀬が少なくなっており、このことがアユの

産卵適地を少なくしている原因の１つと考えられた。よって、降雨による河川の適当な増水は

河床を清浄にするとともに、水温の低下をもたらしアユの産卵を促すため、アユの産卵には必

要な条件であるとされた。
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4．湾内でのアユ仔魚の分布

湾内でのアユ仔魚採捕調査においては採捕はなかった。ただし、東京湾横断道路漁業影響調

査'4）（1986）．（1987）によれば、アユ仔魚の体長から河川より内湾に流下して間もないと思

われるアユ仔魚が昭和60年１０月多摩川、６１年10月船橋沖、１２月江戸川沖の表層でそれぞれ１尾

づつ採捕された。この時期の東京湾の水温をみると多摩川、多摩川沖、観音崎、ｉﾘﾄﾄ|ノ崎の水温

は、およそ、秋から翌年３月～４月までは湾奥に低く湾口に高い傾向を示し、１２月頃多摩川に

出現した１０℃の水温帯は冬場２月を中心に１月から３にかけて観音崎沖まで張り出す。これら

のことにより、河川より東京湾内に流下したアユ仔魚は、小山ら（1978）の選好水温を考慮す

ると、湾奥から高い水温帯を求めて湾央よりも更に、外洋水の影響を受ける海域に出てしまう

と考えられ、冬期の湾奥、湾央にはその主群は分布しないと考えられた。

Ｖおわりに

今回の調査において、椎アユの遡上が水温と密接に関係し、本格的遡上は湾奥から湾央・湾口

にかけての温度傾斜が直接的な要因となると結論づけられた。このことから湾内の水温を観測す

ることにより、遡上時期を予測することができるようになり、椎アユの効率的な採捕が可能にな

った。また、相模川や酒匂川の天然遡上の豊凶から多摩111における天然遡上の豊凶を予測するこ

とも出来ることがわかった。今後、これらのことをもとに、遡上椎アユの有効的な活用方法を見

い出して行く必要がある。

またず多摩Ⅱ|における天然産卵場は小規模で産卵量が不安定であることが判明した。これらの

ことについては、今後、産卵場の確保及び産卵量を増加させるための積極的な対策が望まれる。

稿を終えるにあたり、貴重なデータ及び適切な御助言を頂いた神奈川県淡水魚増殖試験場、小

林良夫氏に深謝いたします。また、調査期間中毎日採捕に協力して頂いた多摩川漁業協同組合、

島崎義男氏、星野佐喜氏、川崎河川漁業協同組合、榎本幹夫氏に厚く感謝致します。
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